
3.企画内容

1.開催日･会場

2.企画部門

4.連携の成果（今年度の改善点）

5.今後の課題（苦労した点，課題点，他の企画へのアドバイ
ス等）

行事（企画）名

行事URL https://confit.atlas.jp/guide/event/jsme2022/top

日本機械学会 2022年度年次大会
姉妹OS:「マイクロ・ナノ工学とバイオエンジニアリング」「機械工学に基づく細胞アッセイ技術」

2022年9月14日 （年次大会開催期間：2022年9月11日-14日）
富山大学

マイクロ・ナノ工学（MNM）部門とバイオエンジニアリング（BE）部門は、年次大会において二
つのOS「マイクロ・ナノ工学とバイオエンジニアリング」と「機械工学に基づく細胞アッセイ技
術」を開催してきた。2021年度から同OSを「姉妹」セッションとし、両部門の連携を深めるため
のプラットフォームに位置づけた。具体的には、二つのOSの主担当部門を両部門で毎年入れ
替えて登録し、部門間の情報交換や相互理解を促進している。
本分野連携企画ではとりわけ若手研究者への還元を重視している。例えば、関連研究分野
を代表する若手研究者の招待講演を設けて（右下ポスター）、新しく先端的な共同研究のきっ
かけ作りの場を提供する。

若手研究者による招待講演企画においては、今年度より、ダイバーシティ＆インクルー
ジョンを考慮し、招待講演者の一人は女性研究者を選出し、新しい展開を作る貴重な場とす
ることができた。さらに、企業の若手技術者も招待し産学連携を促進しするきっかけとなった。
学会員ではない研究者にも積極的に講演していただくことで、講演者には機械学会を
知っていただき、また会員は新しい知識を得ることができ、異なる知識を得て多方面
から議論できたことは多くの実りがあった。
両部門共同で優秀講演の表彰（優秀講演論文表彰，若手優秀講演表彰，フェロー賞）も行

い研究者の研究振興を図った。異なる部門が共同で賞の決定や表彰をしている例がこれま
でなく、両部門の協力により実現可能となった。これらの熱意と努力により、両部門の全体に
おいて本姉妹セッションへの認識が拡がり、分野連携企画の柱として位置づけられるに至っ
ている。表彰は翌年のFuture Technologiesで行うことになっている。

• マイクロ・ナノ工学部門 (MNM)

• バイオエンジニアリング部門 (BE)

若手の招待講演は好評であり、今後多くの方に参加していくために、 4

名の招待講演をOSの一部ではなく、先端技術フォーラムとして申請してい
る。招待講演者に学会参加費など自己負担費用していただいているが、先
端技術フォーラムにおいて招待者とすることで、自己負担の軽減にもつな
がる。（先端技術フォーラム企画採択 -9月4日午後開催予定）

2つのOSの講演は同一日開催日
としていただいたたが、ポスター
セッションは別日（2日前）に設
定されてしまいポスターセッショ
ンの参加者が少なかった。同日か
前後の日程に設定していただくよ
うに、両部門の年次大会担当者に
明確に伝え、プログラム設定を考
慮していただくように、大会開催
者に協力してもらう。
過去2年度の本企画には、多くの

参加者が集まり、部門間交流が着
実に進んでいる。来年以降継続的
に発展できるかが今後の課題であ
る。
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